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IL-2, IL-4, IL-6, IL-10 を、Cytometric 
Bead Array 法を用いて同時に測定した。 
 
















ニブ添加量（0, 0.01, 0.1, 1, 10μM）お













ぞれソラフェニブを 0, 1, 10μM 添加して 42
時間培養した。これらの細胞にあらかじめ培
養したヒト NK 細胞を加え、標的細胞の傷害


























































































ソラフェニブ添加量（0, 0.01, 0.1, 1, 10
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